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《武蔵野》を、

平常時は、快適性。非常時は、安全性。
リバーシブルシティへ！

※サプライチェーン・・・災害時のバックアップ体制と供給体制の複数化

公共施設のBCP（事業継続計画）
ICT（個人情報管理）のBCP

公共施設

●耐震化促進　●備蓄・トイレ・災害工具の整備
●未利用地空間の利活用　●自治体クラウド
●多様な電力供給のサプライチェーン

☆「集合住宅マンション内・外コミュニティ」の育成

MLCP＝
Mansion Life Continuity Plan
（災害時マンション生活継続計画）の推進

マンション

●家具転倒防止器具設置
●マンション・ビル等の耐震診断・改修
●自主防災組織　●近隣地域連携　●蓄電池

☆「産業と生活が共生」するまち

来街者の安全確保と
避難場所の明確化

商業地

●防火水槽の確保　●防犯カメラの設置
●避難訓練

災害に強い《レジリエント
─しなやかに復旧できる》まち

公共交通・公共空間

●帰宅困難者対策　●防災広場の確保
●日常の交通問題（例：439台/日のパークロード通過バス）
●無線LAN基地局設置「Wi-Fi」導入
●日頃の安全パトロール

コラム コラム

内閣府・国土交通省・復興庁主催
「MLCPフォーラム」パネル登壇

ペットを守りたい！
災害時ペット対策協定締結完了！

国土交通省の研究会での学習を通じて、全国に先がけて「地
域防災計画」に「災害時のマンション支援」を盛り込むことがで
きました！ 平成25年3月31日「マンション防災と災害列島での生
き方を考える」と題し、平常時と災害時のマンション生活を支援
する中間支援組織「MALCA」立ち上げのフォーラムに、パネラ
ーとして登壇しました。 http://www.mlcp.jp/index.html

災害時にわんちゃん、ねこちゃんのための薬剤を市外から調
達するには、市との「協定ライセンス」がなければ、国の指定
する第一次緊急指定道路使用も許可されません。薬剤供給
のサプライチェーンの観点から、緊急に協定を結ぶことを求
め、平成23年11月4日に協定締結となりました。「平成25年
度地域防災計画」に、「ペット対策」として書き込まれました。

注目！

「地域マネジメント学会」
シンポジウムパネル登壇
来る平成25年6月29日（土）
＠明治大学において、
「コミュニティの今」をテーマに
学会シンポジウムパネラーとして登壇します。

＠明治大学

6/29
（土）

予告 みなさまに、伏してのお願い！
いつもご声援・ご支援をありがとうございます。

みなさまの心温まる応援が、私の勇気と元気と馬力の原動力です。
「武蔵野の未来」をみなさまと御一緒に創っていきたい。

そんな手作り・手弁当で活動を続けています。
ご協力いただけますみなさま、ご連絡を心よりお待ちしています。

●看板・ポスター設置 ●通信配布
●寄付のお願い 郵便振替口座：00180-0-578586

（20でも30でもありがたいです）

「深田貴美子といっぽいっぽの会」

深田 貴美子
Kimiko Fukada Profire

ご意見、ご要望を
聞かせてください！ まで

メール　    ippo-ippo@fukakimi.net
または電話  090-8025-4457

2013年5月11日◎通巻第21号　発行◎深田貴美子といっぽいっぽの会
〠180-0004　東京都武蔵野市吉祥寺本町1-26-6　コーポ矢島101号
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ふか だ き み こ

目指せ！ 「健《幸》長寿社会」！
スマートウェルネスシティ

政策提言
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もう一度「さすが武蔵野」と言わせたい！

武蔵野市議会議員  深田 貴美子

吉祥寺、三鷹、武蔵境──

すべての人に「それぞれの武蔵野の風景」があり、それぞれが大切にしている「１３のまち」があります。

みんなで力を出し合い、汗をかいて、時には議論をし、そして譲り合って、

「リーディングシティ武蔵野」を創りあげてきました。

　上下水道をはじめとした都市基盤整備の老朽化、少子高齢化社会でのコミュニティのあり方、

人口減少社会でも持続可能な財政基盤の確立等─武蔵野は今、とても大切な時期にさしかかっています。

市民とともに、汗をかき、成果の出せる魂のある職員の育成と、子どもたちや次の世代のために、

この「武蔵野」でご一緒したみなさんとのご縁に感謝して、共に武蔵野の未来を切り拓いていきたいと思います。

もう一度──「さすが武蔵野」と言わせたい。

●「地域リハビリテーション」の推進
●「小規模多機能型デイ・サービス」や
　歩いて行かれる「居場所」の増設・拠点の確保
●福祉でまちを創る─
　「共に助け合うコミュニティ政策」の見直し
●家族で介護にあたる方々をしっかり支える
　「バックサポート体制」の確立
●おひとり暮らしの方のために「権利擁護」・
　「成年後見制度」の拡充
●住み替え可能な「介護付き高級高齢者
　マンション」の誘致
●障害者の方のための「グループホーム」の
　さらなる拡充

●1959年7月16日生まれ。実家本籍地長野県上田市。干支は亥ではなく、猪。 

●吉祥寺本町1丁目在住　

●血液型／A型

●吉祥寺回遊歴32年

●港区立青山中学→都立日比谷高校→東京女子大学社会学科卒

●LVMH（ルイ・ヴィトン＆モエ・ヘネシー）で財務担当　育児のため退社

●子育て支援活動の傍ら、東京女子大学大学院博士後期課程在籍
　『高度情報化・分権社会における市民活動と自治』執筆中。

●武蔵野市長期計画市民会議委員

●吉祥寺村立雑学大学『さんか塾』コーディネーター

○趣味／書道、観劇、舞踏、
　音楽（クラッシック～jazz増尾好秋）、再現料理

○特技／弓道２段

○家族／夫（熊本産）娘（広尾産）

○マイパワー・スポット/恵林寺（山梨県塩山）

○目指すもの／ハブ空港

○好きな言葉／一期一会



駐輪場


